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CuSO4/Kg1回 )および反復 (4.5mg CuS
04/Kg5回)皮下注射にて投与したアカゲザル
(オスおよびメス)の臓群の金属分布を検ペ,鍋
メタロチオネインを分離和製し,カドニウムある
いは亜鉛メタロチオネインとの性状の比較を行う
ことを目的とした｡
4頭の銅投与アカゲザルの,肝,冒,節,牌,
牌,脂,十二指臥 冊,胆汁などの臓掛こ含有き
れる銅および亜鉛の爪を原子吸光法で分析した｡
亜鉛投与のアカゲザルの場合と同書剃こ,末処田の
サルとF,べると,肝および甲に銅が多_61に蓄積し
ていた｡腎皮質では,即周投与で約170FLg/g,
反復投与で約50pg/gの銅が見出され,肝では,
単回投与で約130FLg/ど,皮紋投与で約620FLg/
gであった｡亜鉛投与の場合と舛り,単回投与で
は矧こ,皮紋投与では肝に銅が多く見出される幌
向があった｡
銅投与サルの肝および腎にみられる亜鉛量は末
処田サルと比べて必ずしも著しい増減がみられな
かった｡この結果は,カドミウム投与サルの肝お
よび腎の亜鉛量がカドミウムの蓄積に噸じて増加
することと-敦しない｡銅投与サルの肝腎以外の
検討された臓器では,胆汁を除いて,銅の著しい
増加はなかった｡
生体のカドミウム,亜鉛および銅のとり込みに
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